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2 栄 蓋系リンドウの茎頂培養技術
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ならいと成果

栄養系リンドウは但馬地域で特産物として栽培さ

れているが、栄養繁殖を繰り返すことによる生育の

低下が見られており、ウイルス病等の汚染の可能性

が考えられる。そこで、但馬地域で教培されている

ポット栽培用品種について、親株更新の手法の一つ

として茎頂培養とそこからの大量増殖技術について

検討したところ、多量要素を半量にした植物ホルモ

ン無添加培地が最も適していた。

また、初代培養での培地への汚染防止斉lPPMTM

の添加は、雑菌の発育を著しく抑制するものの、茎

頂組織の初期生育は阻害された。

内 容

但馬地方で栽培されている 「新キリシマJ、「司」、

「自花Jの 3品 種を供試 して、茎頂培養培地への植

物ホルモンNAA及 びBAPの 添加の有無の影響を検

討した。供試した培地の中では、植物本ルモン無添

加のMS培 地 (ただし、窒素、リン酸、カリウム、

カルシウム、マグネシウム濃度は半量)が 最も優れ

ていたが、「白花Jで はNAAを 0 01PPm添 加した方

が若千優れていた (表)。

また、≧頂培養培地に、植物の生育には通常あま

り影響せず糸状菌及び細菌の生育を阻害する業剤

PPMTMを ol%添 加したところ、培地上での初期生

表 栄 養系リンドウの茎頂岩養試験

育が明らかに抑制 された。茎頂のような小 さな組

織ではより大 きな影響 を受けることが考えられる

(図)。

茎頂培養 か ら再生 して きた個体 は、NAAを

0 01P P m、BAPをo ol～3 0PP m加えたMS培 地に移す

ことによつて多茅体を形成し、増殖が可能であつ

た。同組成の培地で案天培地と液体培地を比較す

ると、渡体培地の方が生長は早く大量増殖に適し

ているものの、組織のビトリフイケーション (ガ

ラスイと)に よる異常生育が多く見られた。

リンドウは培養中に開花して増殖効率が低下す

るとの報告があるが、但馬地方で栽培されている

品種では、ほとんど花替形成は認められなかった。

残された問題点と今後の方針

但馬地域で栄養系リンドウに被告を及ぼしてい

ると思われるウイルスについて、検出と種類の同

定を行い、茎頂培養株についても無ウイルス化を

確認する。また、液体培地による大量増殖法を実

用化するために、ビトリフイケーション (ガラス

化)の 軽減法について検討する。
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図 リ ンドウ茎頂培養増地へのPP10添 加の影容

と 3本 i PI SITM添加 な し 右 3本 IP,MTM添 加
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